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研究開発体制図

森林資源

森林管理技術
（県大木高研・高田）

微粉砕技術
（県大システム・森）

家畜飼料化技術
（秋田高専・上松）

高耐久性WPC製造技術
（県大木高研・栗本）

バイオエタノール発酵技術
（県総食研・進藤）

製材用材・合板用用材・土木用材 パルプ・チップ用材 林地残材

従来の利用

（鋸屑、樹皮）

森林管理・原木処理に関するイノベーション

サプライチェーンの最適化

木材新規需要開拓に関するイノベーション

青森県全域でのイノベーション創出 青森県の強みを生かした県全域での融合型イノベーション創出
（ライフを基盤に、グリーンで骨太に。）

グリーン・
イノベーション
グリーン・
イノベーション
○環境・エネルギー

産業振興戦略

○低炭素型ものづくり
産業振興指針

弘前大学新エネルギーセンター
・八戸工業大学を中心

主として県南地域で推進

ライフ・
イノベーション
ライフ・
イノベーション
○青森ライフイノベーション戦略

○サブクラスター戦略プログラム

弘前大学を中心

主として津軽地域で推進

健康・美容関連
産業クラスターの形成

融
合
の
相
乗
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【両イノベーションの連結ピン】

青森県産業技術センター
イノベーション・ネットワークあおもりイノベーション・ネットワークあおもり

産 学 官 金

産学官金ラウンドテーブル

タスクフォース 産学官金×支援×オブザーバー

連携活動体 各地域・各分野の研究会等

あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）
あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）

プロテオグリカン関連バイオマテリアルをコアとした
津軽圏ヘルス＆ビューティー産業クラスターの形成・拡大

（平成25年度～）

研究者の集積

人材育成

知のネットワーク

弘前大学・青森県産業技術センター

21あおもり産業総合支援センター

21あおもり産業総合支援センター

・メタボリック症候群解消や抗炎症作用に関する多様なエビデンスの提供
・他には真似できないPG素材の高スペック化
・PG等 新複合糖質の食品・化粧品・医療への対応

・健康美容分野での研究成果をビジネスに展開できるイノベーターの育成

・専門コーディネーターの配置と産学官金連携の強化による健康美容産業クラスターの形成

＜地域イノベーション戦略支援プログラム（都市エリア型）【弘前エリア】＞平成22年～24年度

プロテオグリカンをコアとした津軽ヘルス＆ビューティー産業クラスターの創生
青森県産業技術センター

弘前大学

・PGに免疫調整機能を介した広範な応用の可能性を示した.
・PG素材の大量生産を実現.
・PG素材を使った商品化を進め、15億円規模の産業に成長.

地域イノベーション戦略支援プログラムの全体概要図

プロテオグリカン関連バイオマテリアルをコアとした津軽圏ヘルス＆ビューティー産業クラスターの形成・拡大

地域イノベーション戦略

　本事業は、地域イノベーション戦略「あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出エリア」におけるライフ
分野に特化したプログラムとして位置付け、弘前大学に蓄積された知的財産並びにプロテオグリカン（ＰＧ）の大量精製
技術・研究成果を基盤に、新たなＰＧ関連バイオマテリアルに視野を広げた研究開発を加速させ、地域特性を生かす人
材育成のもと弘前エリアを中心とした一大「健康・美容」関連産業クラスターの形成・拡大に取り組むものである。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：弘前大学、（地独）青森県産業技術センター）
　　PG研究の更なる深化を図り、新たに化粧品、高機能性食品、医薬品等の開発をターゲットとした研究テーマ（共同 
　研究事業）に重点的・集中的に取り組むために、地域のライフ分野研究の中核となる弘前大学及び青森県産業技術
　センターにそれぞれ3名ずつ計6名の研究者を国内外から招へいし、PG関連バイオマテリアルの機能研究及び素材
　開発・応用に関する研究を実施する。　　　
2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施
　（実施機関：（公財）21あおもり産業総合支援センター）
　　県内のライフ意識も変える高い意志をもった企業人・研究者・技術者・学生等を対象とした、地域のビジネスイノ
　ベーションを先導するMOT思考人材（イノベーター）、ビジネスモデルの創造や研究成果を効果的に産業利用できる
　人材（プロデューサー）、国内外の多様なヒトとつながるオープンな人材（ネットワーカー）の養成に関係する人材育
　成プログラムを開発・実施する。

3. 大学等の知のネットワークの構築
  （実施機関：（公財）21あおもり産業
　 総合支援センター）
　　地域連携コーディネーター2名（大
　学等の研究成果及び知財を戦略的
　に管理して、産学連携強化・マッチン
　グを図る技術普及担当１名。消費者
　や市場に向けたPGの認知度向上・
　ブランド化を推し進め、企業と販売
　戦略を構築するマーケティング・広報
　担当１名）、商品開発アドバイザー（化
　粧品・健康食品・薬事法・医薬品開
　発等の専門家）を配置し、研究開発・
　商品開発・販路拡大を緻密に関連付
　け、一貫した地域イノベーション創出
　に取り組む。

ライフサイエンス

●研究機能・産業集積高度化地域（平成25年～29年度）

あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出エリア（青森県全域）
総合調整機関
公益財団法人　21あおもり産業総合支援センター
〒０３０-０８０１　
青森県青森市新町二丁目４番１号
青森県共同ビル７階
TEL０１７-７２３-１０４０　FAX ０１７-７２１-２５１４

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…青森県商工会議所連合会、（一社）青森県工業会、（株）角弘、一丸ファルコス（株）、
　　ホシケミカルズ（株）　他
学…弘前大学、八戸工業大学　他
官…青森県、弘前市、（地独）青森県産業技術センター、（公財）21あおもり産業総合支援センター　他
金…青森銀行、みちのく銀行、青森県信用金庫協会　他
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　サケ鼻軟骨由来プロテオグリカン（PG）はライフ分野においてヘルス＆

ビューティー素材として期待されているばかりではなく、医療分野へ応用

の可能性がある。そこで、あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション

創出エリアではPG関連バイオマテリアルに視野を広げた研究開発を進め、

積極的に域外企業との連携を図りながらクラスターの形成・拡大に取り組

んでいく。

略歴：（地独）青森県産業技術セン
ター 工業総合研究所 総括研究管
理員。平成22～24年地域イノベー
ション戦略支援プログラム（弘前
エリア）研究統括。医学博士

プロジェクトディレクター

阿部　馨

森林バイオマスの循環型利活用の実践と森林管理の最適化

地域イノベーション戦略

　本事業の基盤技術であるタンデムリングミル型微粉砕機による木材微粉砕技術を実用化するために研究者を招聘し、
特徴ある粉砕品の新規需要を開拓すると共に、地域木質資源の循環型利活用を促進するため、木材の効率的な集材法
と川上から川下までのサプライチェーンを確立する。また、地域産業を牽引するイノベーター人材の育成、知のネット
ワーク化による異分野交流促進の事業を実施することで、森林資源利用におけるパラダイムシフトを図る。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
  （実施機関：秋田県立大学）
　　木質バイオマスを大容量・省エネルギーかつ連続で微粉砕できるタンデム
　リング型粉砕機の実用化を目的に研究者を招へいした。この事業によって、
　実用規模のバイオエタノール製造プラントにも対応できる処理量の大きな粉
　砕機を開発し、秋田県に豊富に存在する木質バイオマス資源を木質バイオエ
　タノール、木質系飼料、木材・プラスチック複合材料等へ利活用することを可
　能とし、秋田県が目指す「地域イノベーション戦略」の一端を実現する。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：秋田県立大学）
　　目指すべき人材像を『地域資源（農林水産系総合地域資源）を活用したビジネスチャンスを見出せ、事業立上げ/
　事業推進及び地域産業を牽引出来るイノベーション・マインドを持ったビジネス・リーダー』と定義して、プロダクト、
　プロセス、マインドという3つの領域に
　おけるイノベーションに関わる講義・実
　習を主体とした人材育成プログラムを
　開発・実施し、秋田県の「地域イノベー
　ション戦略」を具現化する人材を育成
　する。

3. 大学等の知のネットワークの構築
  （実施機関：秋田県立大学）
　　民間企業出身の地域連携コーディ
　ネータを1名配置し、大学等の技術シー
　ズの発掘と木質バイオマス資源に関す
　る地域の技術シーズ情報の収集・整理
　を行い、本事業の実現に向けた効率的
　な民間企業との連携体制を構築する。

環　境

その他

●研究機能・産業集積高度化地域（平成24年～28年度）

秋田元気創造イノベーション推進地域
総合調整機関
公立大学法人　秋田県立大学
〒０１０-０１９５　
秋田県秋田市下新城中野字街道端西２４１－４３８
TEL０１８-８７２-１５００

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…秋田県商工会議所連合会、秋田県商工会連合会
学…秋田大学、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校、秋田県総合食品研究センター、
　　秋田県産業技術センター、秋田県畜産試験場
官…秋田県
金…株式会社秋田銀行、株式会社北都銀行
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　森林バイオマス資源の総合的・循環的な利活用による林業及び木材産業の

成長産業化は日本再興戦略において重要なテーマの一つである。我々は、特

徴的なスギ微粉砕木粉を利用した新事業の創出とそれを可能にする森林資源

管理とサプライチェーンの最適化、地域を牽引するビジネスリーダーの育成

を通して、関連企業のクラスター化による森林産業の構築を目指していく。

略歴：1992年北海道大学大学院
博士後期課程修了。科学技術庁科
学技術特別研究員、九州大学助手、
秋田県立大学助教授を経て、
2007年より同教授。博士（農学）。

プロジェクトディレクター

高 田 　 克 彦

タンデムリング型粉砕機




